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人工喉頭、筋電位信号、発声補助装置

喉頭癌や喉頭傷害、呼吸管理等により発声機能を失うことは不便であり精神的苦痛をも伴いま
す。私達は発声に障害を持つ人の患者のための発声補助装置に関する研究を行っています。これ
らは筋電位信号で制御され、必要な時に機能を発揮し、使用者のQOLを向上させます。

これらの医療福祉デバイスや、今後研究開発を行うデバイスを実用化試験までを含め、体系立
てて製作する環境を地域と協力して構築することで、「福祉に強い町」というイメージにつながる
可能性があります。

教授・博士（工学）


